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　紀元前7世紀の後半より6世紀の初頭にかけて、すなわちユダ王国がバビロニ
アによって脅かされ、ついに滅ぼされた激動の時代に、ヤハウェの言葉を伝え
るために召されたエレミヤの預言は、非常に特徴のあるものであるが、以前の
伝承を受け継いで形成されたものと思われる。それは、どのような伝承であっ
たであろうか。また、エレミヤの預言は、後の編集者（特に申命記史家）によっ
てかなり手を加えられて編集されたものと思われる。
　S.モーヴィンケルは、エレミヤ書の構成に関する研究において、エレミヤ書は
4つの資料からなっていることを提唱した1。すなわち、A資料：1-25章に含まれ
るエレミヤの詩文的説教集。B資料：19-20, 26, 28-29, 36-44章に含まれるエレミ
ヤの伝記。C資料：7, 11, 18, 21, 24-25, 32, 34-35, 44章に見出される申命記史家的
文体で書かれた散文の説教。D資料：30-31章の救済史的考察。このモーヴィン
ケルの研究は、その後のエレミヤ書研究に大きな影響を与えた。とりわけ、エ
レミヤの真正の預言は何か、バルクによる伝記の範囲、申命記史家による編集
を巡ってさまざまな議論が展開されている2。我々は、この議論には立ち入らな
いが、初期預言において、エレミヤがどのような預言をしたのか、またその伝
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 1 Sigmund Mowinckel, Zur Komposition des Buches Jeremia, Kristiania: Dybwad, 1914.
 2 関根清三「預言者と申命記主義――エレミヤ書を中心に――」、『旧約学研究』第2号、
2005年、61-89ページ参照。
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承はどのようなものであったのか、そしてその伝承の担い手（すなわち、エレ
ミヤの支持者）がどのようなものであったのかを考察する。
　エレミヤの預言活動の時期については、大体以下の4つで意見は一致している。
すなわち、第1期は前627年（召命）〜622年（ヨシヤの宗教改革）、第2期は前608
年〜598年（ヨヤキムの時代）、第3期は前598〜587年（ゼデキヤの時代）、第4期
はエルサレム滅亡後エレミヤの死まで、である3。従って、ここで扱うのは、第
1期、すなわちエレミヤの預言者としての召命からヨシヤの宗教改革までの時期
の預言である。
　ヨシヤの宗教改革についてはエレミヤ書には直接には記されておらず、これ
をエレミヤがどう評価したかは分からない4。また、エレミヤはこの宗教改革以
後ヨヤキムの時代までの10数年間沈黙しているが、それはなぜであるのかも謎
である。
 
1．エレミヤの時代背景
　エレミヤの預言は、当時の歴史状況と深く関わっているので、まず当時の歴
史状況を少し遡って素描する。エレミヤが預言者としての召命を受けたのは、
ヨシヤ王の治世第13年（紀元前627年）であった（エレ1:2）。このヨシヤは前王
アモン（前641-640）が家臣たちによって殺害された後に、「国の民」（アム・ハー
アーレツ）によって、まだ8歳の時に王位に即けられた（王下21:23-24）。この国
の民は、ユダの地方の土地所有者であり、伝統的なヤハウェ主義者であった5。
彼らは、アモンとその父マナセ（前696-642）によって行われた偶像崇拝に反発
を持っていたと思われる。特にマナセは、55年間にわたってユダを支配し、そ
の治世の大部分一貫してアッシリアの忠実な家臣としてとどまった。彼は父ヒ
 3 高橋正男『続・預言者の世界』東京新聞出版局、1985年、114ページ参照。
 4 しかし、Ｊ．ブレンキンソップは、「エレミヤが改革を支持した証拠と見なすこと
のできる詞はない」と言う（『旧約預言の歴史』樋口進訳、教文館、1997年、175ページ）。 
 5  「国の民」（アム・ハーアーレツ）について詳しくは、高橋正男、前掲書、139ペー
ジ参照。
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ゼキヤの祭儀改革を放棄し、エルサレム神殿に人身供儀を含む異教の神々のた
めの祭儀を導入し、ユダ全土にアッシリアの星辰祭儀を広めた（王下21章）。伝
統的なヤハウェ主義者であった国の民は、この偶像政策に反発を覚えていたが、
アモン殺害の機を捉え、アモンの家臣たちを殺し、政治の実権を握り、ヨシヤ
にヤハウェ主義の教育を授けたと思われる。そしてヨシヤは成人に達したとき、
修復中の神殿の壁から発見された「律法の書」に基づいて、ユダの国から偶像
をすべて取り除いた（王下23章）。
　この神殿から発見された「律法の書」が申命記の中心部分である、というこ
とに関しても意見が一致している6。それでこの改革は、「申命記改革」とも言わ
れている。申命記の法には、偶像礼拝を排撃することと共に、礼拝所をエルサ
レムに集中すべきことも言われている（申12:11）。ヨシヤはこれに基づいて、エ
ルサレム以外の地方の聖所を閉鎖させたのである。このことにより地方の祭司
たちは、エルサレム神殿の一種の下級祭司とならざるを得なかったのである。
エレミヤの郷里アナトトの聖所に仕えていた親族もそのような運命になったで
あろう。エレミヤが親族に憎まれたことから（エレ11:21）、エレミヤがヨシヤの
改革を支持したことが推測される。
　M.ノートは、ヨシヤはこの改革において古いイスラエルに立ち帰ることを意
図したと言う7。すなわちヨシヤは、神殿にユダとエルサレムの長老たちを集め
て、古いシナイ伝承に従って、契約締結を実施させたのである。その場合、契
約を結ぶ相手は、ヤハウェと長老たちに代表されたイスラエルの民である。ヨ
シヤは祭典の主宰者としての役割を演じた。「律法の書」は非常に古い法を含ん
でいただけでなく、特にその地に普通であったカナンの祭儀制度に対してイス
ラエルの神礼拝の純粋さを鋭く区別した。ヨシヤを支持し、この改革を裏で画
策した中心メンバーは、ヨシヤを王位に即けたアム・ハーアーレツであったと
思われる。ヴァルター・ディートリヒは、彼らは伝統的なヤハウェ主義者であり、
 6 Ｒ．アルベルツ『ヨシヤの宗教改革』高橋優子訳、教文館、2010年、7ページ参照。
 7 マルティン・ノート『イスラエル史』樋口進訳、日本基督教団出版局、1983年、
346ページ。
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ヤハウェ宗教の異質化に対して反発し、純イスラエル的、地方ユダ的、反エル
サレム的な集団であった、と言う8。彼らは、エブス的・カナン的宗教の諸形態
の国家聖所における祭儀への浸透と汚染に対して反発していた。エレミヤは彼
らに親近感を持っていたようである。
　ヨシヤはユダ王国内での改革にとどまらず、さらにかつてのダビデ王国の支
配を回復するという野心に駆り立てられた。すなわち、その当時アッシリア帝
国の一つの州となっていた北イスラエルのベテルやサマリアにまで踏み行って、
そこの偶像を取り除いたのである。ヨシヤの宗教改革以後、エレミヤは10数年
間預言活動を中止している。それはなぜであろうか?それはおそらく、ヨシヤの
改革の行方を見守ろうとしたためではなかろうか9。
　しかし、前609年、瀕死のアッシリアを助けようとしてパレスチナを通過して
いたエジプト軍をメギドにおいて迎え撃とうとしたヨシヤは、逆にファラオ・
ネコに撃ち破られ、命を落としてしまった（王下23:29）。申命記史家は、なぜヨ
シヤがネコを撃とうとしたかの理由を記していない。しかしこれによって、か
つてのイスラエル王国を回復しようというヨシヤの野望は挫折してしまった。
　その後ユダ王国は、エジプトの支配下に置かれるようになった。ヨシヤの死後、
ユダのアム・ハーアーレツはヨシヤの子ヨアハズを選んで、彼に油を注ぎ彼を
王とした（王下23:30）。ヨシヤの即位にも関わったアム・ハーアーレツは、その
後国政に強い発言権を持つようになった。かれらは、部族連合時代からの伝統
を継承するヤハウェ主義的ナショナリストであった。しかしエジプト王ネコは、
ヨアハズを退位させ、同じヨシヤの息子のエルヤキムを王位につけ、名をヨヤ
キムと改名させた。この改名は、ファラオのユダの王に対する支配をあらわす
ものであった。エジプトの傀儡王となったヨヤキムは、まずアム・ハーアーレ
ツを弾圧してエジプトに対する忠誠心を示した。それと共に、ユダ国内にはヨ
シヤが取り除いた偶像が再び取り入れられた（王下23:37）。この時以来、エレミ
 8 ヴァルター・ディートリヒ『イスラエルとカナン――二つの社会原理の葛藤――』
山我哲雄訳、新地書房、1991年、136ページ。
 9 G.フォン・ラート『旧約聖書神学Ⅱ』荒井章三訳、日本基督教団出版局、1982年、
262ページ参照。
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ヤは沈黙を破って再び活発に預言活動を再開した。そして、ヨヤキムの第4年（前
605年）に、今まで語ってきた預言を書記のバルクに筆記させた（エレ36章）。
その巻物が王の前で読まれたとき、王はそれを火にくべ燃やしてしまった。そ
の後エレミヤは、再び主の命令により同じ預言をバルクに口述筆記させた。こ
の2回目に編集されたバルクの巻物（Urroll）がエレミヤ書の第一部（1-25章）で
あり、その大部分がユダとエルサレムに対する災いの詞であると考えられる10。
 
2．エレミヤの初期の預言
　さて、ここで扱うエレミヤの初期預言の時期は、エレミヤの預言者への召命
（前627年）からヨシヤの宗教改革（前622年）までである。この期間の預言は、
エレミヤ書1-6章に集められている。しかし、この箇所の預言がすべてエレミヤ
の初期預言であるかどうかについては、議論がある。R.アルベルツは、エレミ
ヤ書2-6章において呼びかけられている名称の変化に注目して、エレミヤの預言
の時期を詳細に検討している11。それによると、2章1節-4章2節（A）では、ほと
んどがイスラエル/ヤコブに呼びかけられ、4章3節-6章30節（B）においてはほ
とんどがユダ/エルサレムに呼びかけられている、と言う12。すなわち、Aでは
「イスラエル」（2:3,14,31,4:1）、「イスラエルの家」（2:4, 26, 3:20）、「イスラエル人」
（3:21）、「ヤコブの家」（2:4）に、Bでは「エルサレム」（4:2, 4, 5, 10, 11, 14, 16）、「シ
オン/シオンの娘」（4:6, 31, 6:2, 23）、「ユダ/ユダの家」（4:3, 4, 5, 16, 5:11, 20）、
「ベニヤミン人」（6:1）に呼びかけられている。そしてアルベルツは、Aはかつ
ての北王国の住民に向けられたエレミヤの言葉の収集であって、紀元前627-609
年の預言である、と言う。また、Bは南王国に向けられたエレミヤの言葉の収集
であって、609-605年の預言である、と言う13。もっとも、Aの部分の「イスラエ
ル」の呼称は、過去の神の民全体を意味するという意見や南王国を意味すると
10 J.ブレンキンソップ、前掲書、169ページ参照。
11 Rainer Albertz, Jer 2-6 und Frühzeitverkündigung Jeremias, ZAW 94(1982), S.20-47.
12 Ibid. S.26.
13 Ibid. S.33-34.
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いう意見もあるが14、この箇所で「イスラエル」という呼称と「ユダ/エルサレ
ム」という呼称が使い分けられていることを考えると、アルベルツの説が説得
的だと思われる。そこで我々は、エレミヤの初期預言として2章1節-4章2節を扱う。 
　2章1節-4章2節は、基本的に長い北イスラエルに対する悔い改めの呼びかけで
あり、神を夫とし、イスラエルを妻とする比喩のもとに展開され、おそらくホ
セアの影響が見られる（特にホセ2:3-25）15。また、A.ワイザーは、2章1-19節に
は注目すべき「歴史観察」がある、と言う16。そしてそこには、旧約聖書全体を
流れる救済史的展望（heilsgeschichtliche Perspektive）があると言う。それは、
旧約聖書の契約祭儀という救済史的な伝承の中に保存されていたもので、エレ
ミヤはこのような救済史伝承に通暁していたものと思われる。エレミヤ書2章6-7
節には、次のようにある。
 
彼らは尋ねもしなかった。
「主はどこにおられるのか
わたしたちをエジプトの地から上らせ
あの荒野、荒涼とした、穴だらけの地
乾ききった、暗黒の地
だれひとりそこを通らず
人の住まない地に導かれた方は」と。
わたしは、お前たちを実り豊かな地に導き
味の良い果物を食べさせた。
ところが、お前たちはわたしの土地に入ると
そこを汚し
わたしが与えた土地を忌まわしいものに変えた。
14 Vgl. L.Rost, Israel bei der Propheten（BWANT 71）, 1937, S.54ff.
15 木田献一「エレミヤ書」、『新共同訳旧約聖書注解Ⅱ』日本基督教団出版局、1994年、
401ページ参照。
16 A.ワイザー『エレミヤ書1-25章』（ATD旧約聖書註解20）、月本昭男訳、ATD・
NTD聖書註解刊行会、1985年、97ページ。
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ここには、出エジプト、荒れ野での導き、土地取得といった救済史伝承がある。
これはイスラエルの古い信仰告白であり（申26:5-9参照）、主に北の聖所で伝え
られていたものと思われる17。ここでエレミヤは、法廷の様式を取り入れて（4
節の「ヤハウェの言葉を聞け」、9節の「わたしは告発する（byrIïa'）」）、イスラエ
ルの民がその神であるヤハウェを捨て、異なる神々へ向かったことを告発して
いる。ここでエレミヤは、イスラエルの背信の歴史を振り返り、なぜそのよう
なことが起こりえたのかと神が問いかける形を取っている。彼らは、出エジプ
トを導いた神がどこにいるかを尋ねようともせず（6節）、むしろ神が与えた豊
かな地を汚し、忌まわしいものに変えてしまった（7節）、と告発する。民の指
導者である「祭司たち」「律法を教える人たち」「指導者たち」「預言者たち」も
本来の務めを離れ、背信を犯してしまった、と告発する。
　またエレミヤは、2章1-3節において、荒れ野時代を「花嫁の時の愛」と表現し
ている。
行って、エルサレムの人々に呼びかけ
耳を傾けさせよ。
主はこう言われる。
わたしは、あなたの若いときの真心
花嫁のときの愛
種蒔かれぬ地、荒れ野での従順を思い起こす。
 
　ここでエレミヤは、荒れ野時代を「花嫁の時の愛」と表現して、ヤハウェと
イスラエルとの関係が親密で純粋であったと見ているが、これは特に預言者に
伝えられた荒れ野に関する特殊な伝承である。R.バッハは、これをヤハウェが
イスラエルを荒れ野で「見つけた（ac'm'）」という理想的な初期の時代について
17 G.フォン・ラートは、この信仰告白は、ギルガルの聖所で伝えられ、七週祭の時に、
朗読されていた、と言う（「六書の様式史的研究」、『旧約聖書の様式史的研究』荒井章
三訳、日本基督教団出版局、1969年参照）。もしそうなら、ギルガルはエレミヤの故郷
アナトトと同じベニヤミン領にあり、エレミヤはこの伝承をよく知っていたと思われる。
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の伝承であるとして、「見つけた伝承（Fundtradition）」と呼んだ18。この伝承を
伝えるテクストは多くはないが（ホセ9:10,エレ31:2-3,申32:10,エゼ16:6,8,ホセ13:5,
エレ2:2,ホセ2:16-17）、エレミヤはこの伝承を知っており、偶像崇拝を非難する
ためにここに取り入れたと思われる。
　そしてこの荒れ野時代は、ヤハウェとイスラエルが契約を結んだ時が意図さ
れている。この契約の相手は、夫と妻という夫婦間の契約関係にたとえられて
いるが、これはホセアの預言の影響である。そして契約を破ったことを「淫行」
とか「姦淫」と表現しているが、これもホセアの影響である。エレミヤ書3章1
節には、次のようにある。
 
もし人がその妻を出し
彼女が彼のもとを去って
他の男のものとなれば
前の夫は彼女のもとに戻るだろうか。
その地は汚れてしまうではないか。
お前は多くの男と淫行にふけったのに
わたしに戻ろうと言うのかと
主は言われる。
　これは、イスラエルの民がシナイ契約を破り、偶像崇拝に陥った事態を言っ
ている。この事態を「淫行にふけった」と表現している。ホセアもまったく同
じように「この国は主から離れ、淫行にふけっている」と言っている（ホセ1:2）。
G.フォン・ラートは、エレミヤはホセアの弟子集団と接触し、その文学的遺産
を直接知っていた、というがこれは大いに考えられる19。エレミヤの初期預言に
18 Robert Bach, Die Erwählung Israels in der Wüste, Diss. Bonn, 1952.なお、この伝承に
ついては、拙稿「預言者の荒れ野伝承についての一考察」、『神学研究』第38号、1991年、
83-101ページ参照。
19 G.フォン・ラート、前掲書、257ページ。
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おいて、ホセアからの影響は非常に大きかったと思われる20。
　シナイ契約は、出エジプトを導いたヤハウェがイスラエルの神となり、イス
ラエルがヤハウェの民となるという契約である。「わたし（ヤハウェ）は彼ら（イ
スラエル）の神となり、彼らはわたしの民となる」というのは、「契約定型」と
言われており、預言者によってしばしば用いられている（ホセ2:25、エレ31:33、
エゼ37:27等）。しかし、イスラエルが契約を破ったとき、ヤハウェによって「お
前はわたしの民でない」と宣告されるが、これは最も厳しい裁きの言葉である。
ホセアは、三番目の子に「ロ・アンミ（わが民でない者）」と名付けるように命
令されているが、これは「あなたたちはわたしの民ではなく、わたしはあなた
たちの神ではないからだ」と説明され（ホセ1:9）、ヤハウェによる契約の破棄
が意図されている。これはイスラエルの民がヤハウェによって見捨てられたこ
とを意味し、その結果は国家の滅亡が暗示される。ホセアは、預言者によく用
いられた「罪の告発（叱責の言葉）」と「それゆえ」に導入された「裁きの宣告 
（威嚇の言葉）」という様式によって、北イスラエルの国家の滅亡を暗示した。
 
主の言葉を聞け、イスラエルの人々よ。
主はこの国の住民を告発される。
この国には、誠実さも慈しみも
神を知ることもないからだ。
呪い、欺き、人殺し、盗み、姦淫がはびこり
流血に流血が続いている。
それゆえ、この地は渇き
そこに住む者は皆、衰え果て
野の獣も空の鳥も海の魚までも一掃される。（ホセ4:1-3）
 
エレミヤは、ヤハウェが背信のイスラエルを「離別し、離縁状を渡した」（3:8）
20 K.コッホ『預言者Ⅱ』荒井章三訳、教文館、2009年、55ページ、J.ブレンキンソッ
プ、前掲書、320ページも参照。
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と言っているが、これもイスラエルがヤハウェによって見捨てられ、その結果
国家が滅亡したことが暗示されている。また、申命記史家も同じ見解である。
ホセア、エレミヤ、申命記史家は、同じ伝承に立っていると考えられる。いず
れも、イスラエルの民が偶像崇拝によってシナイ契約を破り、ヤハウェの裁き
によって国家が滅亡するという見解である。申命記史家は、列王記下17章7節以
下で、北イスラエルがアッシリア帝国によって滅ぼされた時のコメントを記し
ている。
こうなったのは（すなわち北イスラエルが滅ぼされたのは）、イスラエルの
人々が、彼らをエジプトの地から導き上り、エジプトの王ファラオの支配
から解放した彼らの神、主に対して罪を犯し、他の神々を畏れ敬い、主が
イスラエルの人々の前から追い払われた諸国の民の風習と、イスラエルの
王たちが作った風習に従って歩んだからである。
すなわち、申命記史家の見解によると、北イスラエルが滅ぼされた原因は、偶
像崇拝によって、契約の神ヤハウェを捨てたからである。そしてその次に、偶
像崇拝の実態を詳細に述べている。すなわち、「すべての町に聖なる高台を建て、 
どの小高い丘にも、どの茂った木の下にも、石柱やアシェラ像を立て」（9-10 
節）、「主の戒めをことごとく捨て、鋳造、二頭の子牛像を造り、アシェラ像を 
造り、天の万象にひれ伏し、バアルに仕えた。息子や娘に火の中を通らせ、占 
いやまじないを行った」（16-17節）と言われている。しかしヤハウェは、これ 
に対して直ちに裁きを行ったのではなく、預言者を遣わして悔い改めの機会を 
与えたのである。すなわち、預言者たちは「あなたたちは悪の道を離れて立ち 
帰らなければならない」（13節）と悔い改めの勧めをなしたのである。しかし、
イスラエルの民は預言者の警告に耳を傾けず、ついにヤハウェは裁きを下し、
国家が滅亡したというのである。この見解は、ホセアもエレミヤも同じである。
　エレミヤも、悔い改めの勧めをなしている。3章12節には、次のようにある。
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行け、これらの言葉をもって北に呼びかけよ。
背信の女イスラエルよ、立ち帰れと
主は言われる。
わたしはお前に怒りの顔を向けない。
わたしは慈しみ深く
とこしえに怒り続ける者ではないと
主は言われる。
 
ここでエレミヤは、はっきりと北イスラエルに呼びかけている。しかし、北イ
スラエルは紀元前722年にアッシリア帝国によって滅ぼされ、帝国の州（サマリ
ア州）に編入されていた。そしてそこには、かつてのイスラエルの民（いわゆ
るイスラエルの10部族）が住んでいた。しかし、エレミヤは果たしてアッシリ
アの州に住んでいたかつてのイスラエルの民に預言したのであろうか。R.アル
ベルツは、エレミヤが活動した初期の時代アッシリアの勢力が衰え、軍隊がサ
マリア州から退却し、かつてのイスラエルの民に過去への回帰の希望が生まれ
ていた、と言う21。そういう北に住むイスラエルの民にエレミヤが語りかけたこ
とは充分考えられる。従って、ここの「北に呼びかけよ」というのは、文字通
り北王国（現在のアッシリアのサマリア州）に住んでいるかつてのイスラエル
の民に呼びかけることが意図されている、と考えられる。彼らは「背信」のゆ
えに、ヤハウェの厳しい裁きを受け、国家が滅亡したが、ヤハウェは「とこし
えに怒り続ける者ではない」ので、今救おうとしている、というのである。そ
こでエレミヤは、「立ち帰れ」と悔い改めを勧めているのである。3章22節にお
いても、
「背信の子らよ、立ち帰れ。
わたしは背いたお前たちをいやす。」
 
21 Reiner Albertz, ibid. S.35.
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と呼びかけている。この「立ち帰れ（bWv）」は、ホセアも言っており（12:7,14:2）、
ここにおいてもエレミヤはホセアの影響を受けている。そしてホセアも、立ち帰っ
たなら、いやすと言っている（14:5）。ホセアは当然北イスラエルに語りかけた
のであるが、北イスラエルがアッシリアによって滅ぼされた後、ホセアの弟子
集団は、ホセアの預言を保存して南に逃れ、そこでホセアの預言を編集した。
この弟子集団とエレミヤは接触したと考えられる22。ホセア書14章5節に、「まこ
とに、私の怒りは彼らを離れ去った」とあるが、これはホセアの弟子集団がエ
レミヤの時代に加筆したものであると考えられる。これは、エレミヤの預言と
連動している。
　この「悔い改めの勧告」も、元来祭儀において伝えられていた式文にあり、
エレミヤはそれをここに取り入れたようである。A.ワイザーは、これは契約祭
儀を通して知られていた、と言う23。すなわちそれは、民が嘆きと罪の告白及び
真実の告白とを言葉にし、それに対して神が救いの約束及び悔い改めの勧告をもっ
て応答するという形式であった、と言う。そしてR.アルベルツは、この悔い改
めの勧告と救いの約束は、エレミヤが活動した初期の北イスラエルの状況に適
している、と言う24。すなわちこの時期、アッシリア帝国の力は北に退却し、か
つての北イスラエルの自由になった住民にとって100年来初めて根本的な政治的・
宗教的新しい方向付けの可能性が開かれたのである。同じ時期に、ヨシヤはユ
ダの影響を北に拡大し、その際北にいた住民は、北王国を含めたダビデの大国
の再建の希望を抱いたのである。これが、エレミヤが北イスラエルの住民のヤ
ハウェへの立ち帰りと彼らのための新しい大きな救いの機会を期待した状況で
ある。
　以上、エレミヤの初期預言（2:1-4:2）において、イスラエルの過去の歴史、す
なわち出エジプト、荒野の導き、土地取得といった救済史が回顧され、またシ
ナイ契約が確認され、にもかかわらずイスラエルの民が犯した背信が非難され、
22 G.フォン・ラート、前掲書、257ページ参照。
23 A.ワイザー、前掲書、131ページ。
24 R.Albertz, ibid. S.36.
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しかしアッシリアの衰退に際して北イスラエルの住民に悔い改めを勧告し、救
いを宣べた、ということが言える。
3．エレミヤの用いた伝承
　さて、エレミヤが初期時代に宣べた預言は、過去のイスラエルの伝承を取り
入れ、それをその時代に適応させたものであると考えられる。それはどのよう
な伝承であったであろうか。
　まず、エレミヤの初期預言には、出エジプト、荒野の導き、土地取得といっ
た救済史伝承が認められる（2:6-7）。この救済史伝承は、北イスラエルにおいて
伝えられていた古い伝承である。申命記26章5-10節にも同じような内容が記され
ている文章がある。ここでは、族長、出エジプト、土地取得といった救済史の
出来事が述べられている。G.フォン・ラートは、このテキストには申命記的な
用語が認められるもののイスラエルの最も古い小信仰告白（Kleine Credo）であ
る、と言う25。そして同じような信仰告白が、申命記6章20-24節、ヨシュア記24
章2節b-13節にも認められる、と言う。これらの告白には、シナイ契約が欠けて
おり、シナイ契約伝承は元来別の伝承であった、と言う。さらに彼は、土地取
得へと至る救済史伝承は、ギルガルの聖所において七週祭の時に伝えられてい
た、と言う26。もしそうだとすると、ギルガルはベニヤミン領であり、同じベニ
ヤミン出身のエレミヤはこの伝承をよく知っていたであろう。さらにフォン・ラー
トは、この救済史の信仰告白は、祭儀において自由な変奏を展開した、と言う。
詩編136編では、救済史が族長やエジプト時代からではなく、創造から始められ
ている。また、出エジプト記15章では、出エジプトから土地取得に至る詳細な
出来事が述べられている。同じように、詩編78, 105, 135編においても、救済史
伝承の自由な変奏が認められる。ただし、いずれにもシナイ契約は欠けている。
25 G.フォン・ラート「六書の様式史的問題」、『旧約聖書の様式史的研究』荒井章三訳、
日本基督教団出版局、1969年、8-9ページ。
26 同書、66-70ページ。
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エレミヤも、そうした変奏した伝承を受けついでおり、申命記26章の最古の信
仰告白には述べられていない「荒れ野の導き」について言及している（2:6）。
　そしてエレミヤは、イスラエルの民がヤハウェによって救済された歴史を歩
んだにもかかわらず、カナンの沃地において異教の神（バアル）を崇拝し、ヤ
ハウェとの契約を破ったとして非難するのである。それをホセアが言ったよう
に「背信の女」と表現した（2:8,12,22）。ここで、エレミヤはシナイ契約伝承も
受け継いでいる。
　フォン・ラートは、シナイ伝承と救済史伝承は元来別の伝承であった、と言う。
彼は次のように言っている。「出エジプト伝承は、イスラエル人がエジプトから
カナンに至る道程で啓示された神の救済の意志の証であり、『救済史』なのであ
る。それに対しシナイ伝承は、イスラエルの民に啓示された神の法意志とそれ
にともなう義務を証しするものであって、『律法』なのである。」27そしてシナイ
伝承は、シケムにおける仮庵祭に生活の場（Sitz im Leben）があった、と言う。
そして、かなり後代になって（ヤハウィストによって）シナイ伝承と救済史伝
承が結合され、それに基づいて六書が形成された、と言う。いずれにしても、
シケムは北イスラエルの古くからの中心都市であり、北の伝承に通暁していた
エレミヤはこの伝承をよく知っていたであろう。他方エレミヤは、南で伝えら
れていたシオン伝承（ダビデ契約伝承）についてはほとんど言及していない。
これは北の預言者であったホセアも同様である。エレミヤはこの伝承をおそらく
知ってはいたであろうが、これに対しては否定的である。シオン伝承においては、
エルサレムと神殿への信頼が中心であるが、彼は神殿に信頼する人々を批判した
（7,26章）。また、ダビデ契約そのものの廃棄を宣言した（22:30）28。ヨシヤの改
革のきっかけとなった「律法の書」は、シナイ契約を再確認することが意図さ
れており、従って北イスラエルでシナイ伝承を担った人々によって形成された
ものと思われる。エレミヤもシナイ伝承を担ったものとして、この改革には賛
同したものと思われる（エレミヤ書に直接の言及はないが）。
27 前掲書、30-31ページ。
28 高橋正男、前掲書、180ページ参照。
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　さて、エレミヤの初期預言においてみられるもう一つの伝承は、荒れ野時代
を理想化する伝承である。エレミヤ書2章2節には、次のようにある。
行って、エルサレムの人々に呼びかけ
耳を傾けさせよ。
主はこう言われる。
わたしは、あなたの若いときの真心
花嫁のときの愛
種蒔かれぬ地、
荒れ野での従順を思い起こす。
 
ここでエレミヤは、イスラエルの初期の時代を、「花嫁の時」と言う。それは、
「真心」と「愛」によって支えられたヤハウェとイスラエルとの理想的な関係で
ある。エレミヤはここで、「荒れ野」を「種蒔かれぬ地」と表現しているが、こ
れは、バアル礼拝の行われていたパレスチナの沃地と対照させるためである。
そして、「荒れ野での従順」と言って、荒れ野を理想化している。この荒れ野を
理想化する伝承をR.バッハは、ホセア書9章10節に基づいて、ヤハウェがイスラ
エルを荒れ野で「見つけた」という理想的な初期時代についての伝承であるとし、
「見つけた伝承（Fundtradition）」と呼んだ29。そしてそのテクストとして、ホセ
ア書9章10節、エレミヤ書1章2-3節、申命記32章10節、エゼキエル書16章6,8節、
ホセア書13章5節、エレミヤ書2章2節、ホセア書2章16-17節を挙げている30。こ
れらより、ホセア、申命記、エレミヤ、エゼキエルは、伝承史的に近い関係にあっ
たことが分かる。菅沼英二は、エレミヤ、申命記、ホセア、アサフ詩編が同じ
特殊伝承の流れに立っている、と言う31。Fundtradition（見つけた伝承）が保存
29 Robert Bach, ibid.
30 Fundtraditionの詳細については、拙稿「預言者の荒野伝承についての一考察」、『神
学研究』第38号、1991年、83-101ページ参照。
31 菅沼英二「エレミヤ書2章の神学的研究――契約Rib伝承史神学――」、『神学』第
34，35号、1973年、125-161ページ。
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されていると思われるテクストに共通している特徴は、以下である。これらの
テクストで言われているのは、ヤハウェとイスラエルの民との非常に親密な関
係である。それはあたかも結婚の時の親密さであり、エレミヤ書2章2節では「花
嫁の時の愛」と表現されている。また、これらのテクストでは、イスラエルの
歴史の初期は、ヤハウェとの理想的な関係であったと理解され、その場所が「荒
れ野」であったとする。エレミヤ書2章2節では、「荒れ野での従順」と表現され
ている。さらにこれらのテクストは、イスラエルの罪の歴史を述べるというコ
ンテクストの中で用いられている。すなわち、異教の神（特にバアル）祭儀によっ
てヤハウェに背反した現実を非難するために、理想的な初期時代を思い描いて
いるのである。これらの伝承を担ったヤハウェ主義のグループがいて、ホセア
やエレミヤはその影響を受けたと思われる。
　さて、エレミヤは初期預言において、このような罪の現実に対して「悔い改
めの勧告」をしたのであるが、A.ワイザーはこれは契約祭儀を通して知られて
いた伝承であった、と言う32。すなわち、契約祭儀において「懺悔の式文」が唱
えられていた、と言う。エレミヤはこの式文を用いて、イスラエルの民に悔い
改めを宣べたのである。
 
4．伝承の担い手
　さて、エレミヤの初期預言において、イスラエルのいろいろな伝承を取り入
れたことが明らかであるが、そのような伝承を担ったのはどのような集団であっ
たであろうか。また、そのような集団とエレミヤとの関係はどのようなものであっ
たであろうか。前述のように、エレミヤとホセアの弟子集団は密接な関係があっ
たと思われる。このホセアの弟子集団がどのようなものであったかは明白では
ないが、北イスラエルにおいて救済史伝承やシナイ契約伝承を保存し、伝達し
ていたヤハウェ主義者であったと思われる。H.W.ヴォルフは、ホセアが北イス
ラエルのレビ人集団と近い関係にあり、レビ人集団はホセアの支持グループの
32 A.ワイザー、前掲書、131ページ。
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一部を形成しただけでなく、彼の預言を伝達するのに重要な役割を担った、と
主張した33。このヴォルフの「レビ人説」は、G.フォン・ラートをはじめ多くの
学者が支持したが、聖書においてレビ人に関する歴史的に信頼できる証拠はなく、
批判する学者も多い34。しかし、北イスラエルにおいてイスラエルの特にシナイ
契約伝承を保存し、カナン化した文化を非難したヤハウェ主義の集団がいたこ
とは十分考えられる。列王記上12章28-31節によると、ヤロブアムⅠ世は、南王
国のエルサレムに対抗するために北のベテルとダンを国家聖所と定め、そこに
金の子牛を安置したが、その時レビ人は公的祭儀から排除された。そこで排除
されたレビ人集団は、北イスラエルにおいて（一部は南に逃れたであろう）、こ
の偶像礼拝を批判する運動を展開し、特に預言者に影響を与えたことが考えら
れる。また、エレミヤの郷里アナトトは、古くからベニヤミン族の所領でレビ
人の町として知られていた（ヨシュ21:18）。
　また、エレミヤは、レカブ人を非常に高く評価している（エレ35章）。ヨヤキ
ムの時代にエレミヤは、レカブ人の一族を神殿に連れてきて、貴族たちの前で
ぶどう酒を飲ませようとした。しかし彼らは父祖レカブの子ヨナダブの教えを
固く守ってこれを拒絶した。ヨナダブは「子々孫々に至るまでぶどう酒を飲ん
ではならない、また、家を建てるな、種を蒔くな、ぶどう園を作るな、また、
それらを所有せず、生涯天幕に住むように」と命じた、と言う（エレ35:6-7）。
このレカブ人は、ケニ人（南部の氏族連合）の子孫であり、イスラエル諸部族
がカナンに定住した後も荒れ野の生活を守り続けたヤハウェ主義者であった35。
彼らはカナンの宗教と文化を拒否し、天幕に住み、遊牧生活を固守し、ぶどう
酒を飲まなかった（ぶどう酒は農耕文化の所産であったから）。ホセアもぶどう
酒を飲むことを批判しており（ホセア書4:11）、レカブ人、ホセア、エレミヤは
近い関係にあったと思われる。レカブ人がヤハウェ主義者であったことは、彼
らの父祖レカブの子ヨナダブが、イエフ革命の時にイエフに協力して、バアル
33 Hans Walter Wolff, Hoseas Geistige Heimat, ThLZ 81(1956), Sp.83-94.
34 J.ブレンキンソップ、前掲書、111ページ参照。
35 M.ノート、前掲書、84-85ページ参照。
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礼拝を一掃したことから明らかである（王下10:15以下）。
　また、「国の民」（アム・ハーアーレツ）も同じく部族連合時代以来のヤハウェ
主義者であった。彼らはサウル王国の時に、軍事的・政治的主導権を握っていた。
ダビデ王国の後半に入ると、王国の軍事的基盤は次第に職業的な傭兵隊に移行し、
国の民の非武装化が行われ、それに応じて政治の実権もカナン人の都市貴族層
に移行していった36。彼らが再び政治に介入したのは、北のオムリ王朝の血統を
引き、南ユダ王国で女王になり、カナン化を推し進めたアタルヤの殺害におい
てであった（王下11:13以下）。ここでも彼らは、ヤハウェ主義の立場からアタル
ヤの政策に反発したものと思われる。さらに彼らは、アモンが殺害されたとき
に再び政治に介入し、まだ8歳のヨシヤを王に即けたが（王下21:24）、彼らが実
質的に政治を動かし、ヨシヤにヤハウェ主義の教育をしたと思われる。そして、
ヨシヤが成人したときに、改革を断行したが、これを背後で指導したのは国の
民を中心とする伝統的なヤハウェ主義者であったと思われる。
　紀元前7世紀の前半、マナセはアッシリアに服従し、アッシリアの後ろ盾によっ
てカナン化を推し進めた。その結果、国には偶像が満ちあふれた。古くからの
イスラエルの伝統を担ってきたユダ的・地方的国の民は、これに反発したが、
マナセの強権によって弾圧された37。列王記下21章16節の「マナセは、罪のない
ものの血を非常に多く流し、その血でエルサレムを端から端まで満たした」と
いう記事がそれを暗示している。
　一方、アム・ハーアーレツによって王位に即けられ、教育を受けたヨシヤは、
マナセ時代に弾圧を受けたイスラエルの古い伝統を守ってきたユダ的・地方的
国の民の立場に立った。彼の外交政策は、マナセ体制の庇護君主であったアッ
シリアと対抗する方向に向けられた。軍事政策面でヨシヤは、サウル時代の国
民の召集軍の古い制度を復活させた。これは、非カナン的で特殊イスラエル的
制度であった38。社会政策の面でヨシヤは、少なくともカナンの階層的社会秩序
36 高橋正男、前掲書、139ページ参照。
37 ヴァルター・ディートリヒ、前掲書、103-105ページ参照。
38 同書、111ページ参照。
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の擁護者ではなく、むしろ古い部族連合時代の社会秩序の信奉者であった。ヨ
シヤは、修復中の神殿から見つかった「律法の書」に基づいて改革を断行したが、
この「律法の書」を担ったのは、ホセアと近い関係にあったレビ人集団などの
北のヤハウェ主義者であったと思われる。さらに、ヨシヤはこの改革を断行し
た後に、エルサレムで過越祭が行われ（王下23:23）、この時契約の更新が行われ
たが、これはシナイ契約が意図されている。エレミヤもシナイ契約の更新につ
いて述べたが（31:31）、このヨシヤの契約に触発されたのではなかろうか。
　さらに、ヨシヤの改革に最初のきっかけを与えた人物に書記官シャファンが
いる。彼がどんな出身であったかは分からないが、書記官（rpeso）とあるから、
王の要職であることを考えれば39、ヨシヤを王位につけたアム・ハーアーレツと
関係が深かったに違いない。それゆえ、伝統的なヤハウェ主義者であったであ
ろう。エレミヤは、このシャファンの家族と関係が深かった40。息子のアヒカム
は、エレミヤが裁判にかけられ、殺されそうになった時に、彼を保護した（エ
レ6:24）。シャファンのもう一人の息子エルアサは、エレミヤの手紙をバビロニ
アのディアスポラに運んだ（エレ29:3）。また、もう一人の息子ゲマルヤは、神
殿の門の家の一つに部屋を持っていて、バルクはそこでエレミヤの巻物を読ん
だ（エレ36:10）。そして彼は、その巻物を燃やさないようにと王に懇願した（エ
レ36:25）。その時、彼の息子（シャファンの孫）のミカヤもそのために働いた（エ
レ36:11-13）。また、シャファンのもう一人の孫ゲダルヤは、エルサレム陥落後
にネブカドネツァルによって州の総督に任命され、エレミヤの保護者と定めら
れた（エレ39-41章、王下25:22-25）。彼らはすべて伝統的なヤハウェ主義者であり、
同じ立場であったエレミヤを支持したのであろう。
　一方、ヨシヤが非業の死を遂げた後に、エジプトの傀儡政権になったヨヤキ
ムは、再びカナン化を推し進め、ヨシヤの取り除いた偶像が復活した。それと
39 「書記（rpeso）」は、ダビデがエジプトの政治組織から導入した官職で、王に助言を
する側近であった（サム下8:17，20:25）。さらにソロモンの宮廷においても（王上4:3）、
その後の宮廷においても（王下12:11，18:18，19:2）重要な地位であった。彼らはとりわけ、
賢者としての教育を受けた者であった。
40 J.ブレンキンソップ、前掲書、175ページ参照。
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共にユダ的・地方的国の民など伝統的なヤハウェ主義者は弾圧された。この時、
ヨシヤの宗教改革以来沈黙していたエレミヤは、再び罪の告発を開始した。エ
レミヤ書5章28節の「彼らは太って、色つやもよく、その悪事には限りがない。
みなしごの訴えを取り上げず、助けもせず、貧しい者を正しく裁くこともしない。」
という告発は、このような事態と関連している。王宮の地位にあったシャファ
ンの家族は、あからさまにエレミヤを支持することが出来なかったようであるが、
陰においてエレミヤを支えた。
 
結び
　エレミヤは、その初期預言において、主にアッシリアの州となっていたかつ
ての北イスラエルの住民に悔い改めの勧告をした。それは当時、アッシリアが
弱体化し、彼らに以前のイスラエルに回帰できる期待が生じていたからである。
そこには、北イスラエルがヤハウェとの契約を破り、偶像礼拝に陥ったために
ヤハウェの裁きによって滅ぼされたという見解があり（これは、預言者や申命
記史家などの見解）、元のヤハウェとの関係に「帰る」ことが主張された。その
時エレミヤは、主に北イスラエルに古くから伝えられていた伝承を用いた。す
なわち、族長の選びから出エジプト、土地取得に至る救済史伝承や荒れ野をヤ
ハウェとイスラエルとの理想的な時代と見る伝承（Fundtradition）や、シナイ
契約伝承などである。これらの伝承は、王国前の部族連合時代以来の反カナン
のヤハウェ主義者によって担われてきたものである。それは、エレミヤの時代、
アム・ハーアーレツ（国の民）、レビ人、レカブ人などであった。彼らは、カナ
ン的・都市的文化に反発を持っていたユダ的・地方的集団であった。彼らは、
申命記改革のきっかけとなった「律法の書」を担ったグループとも重なってい
たであろう。ヨシヤ王もこのようなグループに支えられ、彼の宮廷にはシャファ
ンの家族のようにこれらのグループと近い関係にあった者もいたであろう。エ
レミヤ自身もこれらのグループと近い関係にあり、これらのグループが保存し
ていた伝承を用い、またこれらのグループによって支持されていたと考えられる。
